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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　物理レイヤプリアンブルとペイロードとを備えるワイヤレス通信を受信するように構成
された受信機であって、前記プリアンブルは、前記プリアンブルが拡張フィールドを含む
かどうかを示す第１のフィールドを含み、前記第１のフィールドが信号フィールドを備え
、および前記信号フィールドの変調の回転が、前記拡張フィールドが前記通信に含まれる
というインジケータであり、ここにおいて、前記第１のフィールドが、前記ワイヤレス通
信の長さインジケータを含むサブフィールドをさらに含む、受信機と、
　　前記信号フィールドの前記変調の前記回転が、前記プリアンブルが前記拡張フィール
ドを含まないことを示すとき、前記第１のフィールド中に含まれる変調コーディングパラ
メータに基づいて前記ペイロードを処理する、
　　前記信号フィールドの前記変調の前記回転が、前記プリアンブルが前記拡張フィール
ドを含むことを示すとき、前記拡張フィールド中に含まれるコーディングパラメータに基
づいて前記ペイロードを処理する、
　　前記第１のフィールドが、前記ワイヤレス通信がシングルユーザ非アグリゲートメデ
ィアアクセス制御プロトコルデータユニットのためのものであることを示すとき、前記サ
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ブフィールドをバイト数のインジケータとして解釈する、および
　　前記第１のフィールドが、前記ワイヤレス通信がシングルユーザ非アグリゲートメデ
ィアアクセス制御プロトコルデータユニットのためのものであることを示さないとき、前
記サブフィールドをシンボル数のインジケータとして解釈する、
　ように構成されたプロセッサと、
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項２】
　前記拡張フィールドが、１つまたは複数の変調コーディング方式の指示と、１つまたは
複数の空間ストリームの指示と、グループ識別子と、巡回冗長検査と、予約済みサブフィ
ールドと、末尾サブフィールドとを備える、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記ワイヤレス通信が、第１のタイプを備え、前記第１のフィールドが、シーケンスを
有するトレーニングフィールドを備え、前記受信機が、第２のタイプを有するワイヤレス
通信を受信するようにさらに構成され、前記第２のタイプの前記ワイヤレス通信が、前記
シーケンスを有するトレーニングフィールドを備え、前記シーケンスが、前記第１のタイ
プの前記トレーニングフィールド中でよりも前記第２のタイプの前記トレーニングフィー
ルド中で、より多くの回数反復される、請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　前記拡張フィールドがトレーニングフィールドを備える、請求項１に記載の装置。
【請求項５】
　前記トレーニングフィールドがプリコーディングされる、請求項４に記載の装置。
【請求項６】
　前記拡張フィールドが信号フィールドを備える、請求項１に記載の装置。
【請求項７】
　各ユーザについて１つの信号フィールドが含まれる、請求項６に記載の装置。
【請求項８】
　前記プロセッサは、前記第１のフィールドの変調が回転されたとき、前記拡張フィール
ドが含まれると判断し、前記ワイヤレス通信がマルチユーザ多入力多出力通信または送信
ビームフォーミング通信を備えると判断するように構成され、前記プロセッサは、前記拡
張フィールド中のインジケータに基づいて、前記ワイヤレス通信が前記マルチユーザ多入
力多出力通信を備えるのか前記送信ビームフォーミング通信を備えるのかを判断するよう
にさらに構成された、請求項１に記載の装置。
【請求項９】
　物理レイヤプリアンブルとペイロードとを備えるワイヤレス通信を受信することであっ
て、前記プリアンブルは、前記プリアンブルが拡張フィールドを含むかどうかを示す第１
のフィールドを含み、前記第１のフィールドが信号フィールドを備え、および前記信号フ
ィールドの変調の回転が、前記拡張フィールドが前記通信に含まれるというインジケータ
であり、ここにおいて、前記第１のフィールドが、前記ワイヤレス通信の長さインジケー
タを含むサブフィールドをさらに含む、受信することと、
　前記信号フィールドの前記変調の前記回転が、前記プリアンブルが前記拡張フィールド
を含まないことを示すとき、前記第１のフィールド中に含まれる変調コーディングパラメ
ータに基づいて前記ペイロードを処理することと、
　前記信号フィールドの前記変調の前記回転が、前記プリアンブルが前記拡張フィールド
を含むことを示すとき、前記拡張フィールド中に含まれるコーディングパラメータに基づ
いて前記ペイロードを処理することと、
　前記第１のフィールドが、前記ワイヤレス通信がシングルユーザ非アグリゲートメディ
アアクセス制御プロトコルデータユニットのためのものであることを示すとき、前記サブ
フィールドをバイト数のインジケータとして解釈することと、および
　前記第１のフィールドが、前記ワイヤレス通信がシングルユーザ非アグリゲートメディ
アアクセス制御プロトコルデータユニットのためのものであることを示さないとき、前記
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サブフィールドをシンボル数のインジケータとして解釈することと、
　を備える、ワイヤレス通信の方法。
【請求項１０】
　前記拡張フィールドが、１つまたは複数の変調コーディング方式の指示と、１つまたは
複数の空間ストリームの指示と、グループ識別子と、巡回冗長検査と、予約済みサブフィ
ールドと、末尾サブフィールドとを備える、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ワイヤレス通信が、第１のタイプを備え、前記第１のフィールドが、シーケンスを
有するトレーニングフィールドを備え、前記方法が、第２のタイプを有するワイヤレス通
信を受信することをさらに備え、前記第２のタイプの前記ワイヤレス通信が、前記シーケ
ンスを有するトレーニングフィールドを備え、前記シーケンスが、前記第１のタイプの前
記トレーニングフィールド中でよりも前記第２のタイプの前記トレーニングフィールド中
で、より多くの回数反復される、請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　前記拡張フィールドがトレーニングフィールドを備える、請求項９に記載の方法。
【請求項１３】
　前記トレーニングフィールドがプリコーディングされる、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記拡張フィールドが信号フィールドを備える、請求項９に記載の方法。
【請求項１５】
　各ユーザについて１つの信号フィールドが含まれる、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記第１のフィールドの変調が回転されたことに基づいて、前記拡張フィールドが含ま
れると判断し、前記ワイヤレス通信がマルチユーザ多入力多出力通信または送信ビームフ
ォーミング通信を備えると判断することと、前記拡張フィールド中のインジケータに基づ
いて、前記ワイヤレス通信が前記マルチユーザ多入力多出力通信を備えるのか前記送信ビ
ームフォーミング通信を備えるのかを判断することとをさらに備える、請求項９に記載の
方法。
【請求項１７】
　物理レイヤプリアンブルとペイロードとを備えるワイヤレス通信を受信するための手段
であって、前記プリアンブルは、前記プリアンブルが拡張フィールドを含むかどうかを示
す第１のフィールドを含み、前記第１のフィールドが信号フィールドを備え、および前記
信号フィールドの変調の回転が、前記拡張フィールドが前記通信に含まれるというインジ
ケータであり、ここにおいて、前記第１のフィールドが、前記ワイヤレス通信の長さイン
ジケータを含むサブフィールドをさらに含む、受信するための手段と、
　前記信号フィールドの前記変調の前記回転が、前記プリアンブルが前記拡張フィールド
を含まないことを示すとき、前記第１のフィールド中に含まれる変調コーディングパラメ
ータに基づいて前記ペイロードを処理するための手段と、
　前記信号フィールドの前記変調の前記回転が、前記プリアンブルが前記拡張フィールド
を含むことを示すとき、前記拡張フィールド中に含まれるコーディングパラメータに基づ
いて前記ペイロードを処理するための手段と、
　前記第１のフィールドが、前記ワイヤレス通信がシングルユーザ非アグリゲートメディ
アアクセス制御プロトコルデータユニットのためのものであることを示すとき、前記サブ
フィールドをバイト数のインジケータとして解釈するための手段と、および
　前記第１のフィールドが、前記ワイヤレス通信がシングルユーザ非アグリゲートメディ
アアクセス制御プロトコルデータユニットのためのものであることを示さないとき、前記
サブフィールドをシンボル数のインジケータとして解釈するための手段と、
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項１８】
　実行されたとき、装置に、
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　物理レイヤプリアンブルとペイロードとを備えるワイヤレス通信を受信することであっ
て、前記プリアンブルは、前記プリアンブルが拡張フィールドを含むかどうかを示す第１
のフィールドを含み、前記第１のフィールドが信号フィールドを備え、および前記信号フ
ィールドの変調の回転が、前記拡張フィールドが前記通信に含まれるというインジケータ
であり、ここにおいて、前記第１のフィールドが、前記ワイヤレス通信の長さインジケー
タを含むサブフィールドをさらに含む、受信することと、
　前記信号フィールドの前記変調の前記回転が、前記プリアンブルが前記拡張フィールド
を含まないことを示すとき、前記第１のフィールド中に含まれる変調コーディングパラメ
ータに基づいて前記ペイロードを処理することと、
　前記信号フィールドの前記変調の前記回転が、前記プリアンブルが前記拡張フィールド
を含むことを示すとき、前記拡張フィールド中に含まれるコーディングパラメータに基づ
いて前記ペイロードを処理することと、
　　前記第１のフィールドが、前記ワイヤレス通信がシングルユーザ非アグリゲートメデ
ィアアクセス制御プロトコルデータユニットのためのものであることを示すとき、前記サ
ブフィールドをバイト数のインジケータとして解釈することと、および
　　前記第１のフィールドが、前記ワイヤレス通信がシングルユーザ非アグリゲートメデ
ィアアクセス制御プロトコルデータユニットのためのものであることを示さないとき、前
記サブフィールドをシンボル数のインジケータとして解釈することと、
　を行わせる、命令を記憶するコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１９】
　　物理レイヤプリアンブルとペイロードとを備える通信を生成することと、前記プリア
ンブル中に拡張フィールドを含めるべきかどうかを判断することと、ここにおいて、前記
プリアンブルは、前記拡張フィールドが含まれるかどうかを示す第１のフィールドを含み
、前記第１のフィールドが信号フィールドを備え、および前記信号フィールドの変調の回
転が、前記拡張フィールドが前記通信に含まれるというインジケータであり、前記第１の
フィールドが、ワイヤレス通信の長さインジケータを含むサブフィールドをさらに含む、
　　前記信号フィールドの前記変調の前記回転が、前記拡張フィールドが前記通信に含ま
れないことを示すとき、前記第１のフィールド中に前記ペイロードのための変調コーディ
ングパラメータを含めることと、
　　前記信号フィールドの前記変調の前記回転が、前記拡張フィールドが前記通信に含ま
れることを示すとき、前記拡張フィールド中に前記ペイロードのためのコーディングパラ
メータを含めることと、
　　前記第１のフィールドが、前記通信がシングルユーザ非アグリゲートメディアアクセ
ス制御プロトコルデータユニットのためのものであることを示すとき、前記サブフィール
ドをバイト数のインジケータとして処理することと、および
　　前記第１のフィールドが、前記ワイヤレス通信がシングルユーザ非アグリゲートメデ
ィアアクセス制御プロトコルデータユニットのためのものであることを示さないとき、前
記サブフィールドをシンボル数のインジケータとして処理することと
　を行うように構成されたプロセッサと、および
　前記生成された通信をワイヤレス送信するように構成された送信機と、
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項２０】
　前記プロセッサは、マルチユーザ多入力多出力を使用するとき、前記拡張フィールドを
含めることを判断するように構成された、請求項１９に記載の装置。
【請求項２１】
　前記拡張フィールドが、１つまたは複数の変調コーディング方式の指示と、１つまたは
複数の空間ストリームの指示と、グループ識別子と、巡回冗長検査と、予約済みサブフィ
ールドと、末尾サブフィールドとを備える、請求項１９に記載の装置。
【請求項２２】
　前記プロセッサが、少なくとも２つのタイプのうちの１つとして前記通信を送信するこ
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とを判断するように構成され、前記タイプの各々の前記第１のフィールドが、シーケンス
を有するトレーニングフィールドを備え、前記シーケンスが、前記少なくとも２つのタイ
プのうちの第１のタイプの前記トレーニングフィールド中でよりも前記少なくとも２つの
タイプのうちの第２のタイプの前記トレーニングフィールド中で、より多くの回数反復さ
れる、請求項１９に記載の装置。
【請求項２３】
　前記拡張フィールドがトレーニングフィールドを備える、請求項１９に記載の装置。
【請求項２４】
　前記トレーニングフィールドがプリコーディングされる、請求項２３に記載の装置。
【請求項２５】
　前記拡張フィールドが信号フィールドを備える、請求項１９に記載の装置。
【請求項２６】
　各ユーザについて１つの信号フィールドが含まれる、請求項２５に記載の装置。
【請求項２７】
　前記プロセッサは、前記第１のフィールドの回転変調を使用して、前記拡張フィールド
が含まれることを示し、前記通信がマルチユーザ多入力多出力通信または送信ビームフォ
ーミング通信を備えることを示すように構成され、前記プロセッサは、前記拡張フィール
ド中のインジケータを使用して、前記通信が前記マルチユーザ多入力多出力通信を備える
のか前記送信ビームフォーミング通信を備えるのかを表すようにさらに構成された、請求
項１９に記載の装置。
【請求項２８】
　通信の物理レイヤプリアンブル中に拡張フィールドを含めるべきかどうかを判断するこ
とと、
　前記通信を生成することであって、前記通信が、前記プリアンブルとペイロードとを備
え、前記プリアンブルは、前記拡張フィールドが含まれるかどうかを示す第１のフィール
ドを含み、前記第１のフィールドが信号フィールドを備え、および前記信号フィールドの
変調の回転が、前記拡張フィールドが前記通信に含まれるというインジケータであり、前
記第１のフィールドが、ワイヤレス通信の長さインジケータを含むサブフィールドをさら
に含み、前記生成することが、
　　　前記信号フィールドの前記変調の回転が、前記拡張フィールドが前記通信に含まれ
ないことを示すとき、前記第１のフィールド中に前記ペイロードのための変調コーディン
グパラメータを含めることと、
　　　前記信号フィールドの前記変調の回転が、前記拡張フィールドが前記通信に含まれ
ることを示すとき、前記拡張フィールド中に前記ペイロードのためのコーディングパラメ
ータを含めることと、
　　　前記第１のフィールドが、前記通信がシングルユーザ非アグリゲートメディアアク
セス制御プロトコルデータユニットのためのものであることを示すとき、前記サブフィー
ルドをバイト数のインジケータとして処理することと、および
　　　前記第１のフィールドが、前記ワイヤレス通信がシングルユーザ非アグリゲートメ
ディアアクセス制御プロトコルデータユニットのためのものであることを示さないとき、
前記サブフィールドをシンボル数のインジケータとして処理することと、
　を備える、
　生成することと、および
　前記生成された通信をワイヤレス送信することと、
　を備える、ワイヤレス通信の方法。
【請求項２９】
　前記判断することは、マルチユーザ多入力多出力を使用するとき、前記拡張フィールド
を含めることを判断することを備える、請求項２８に記載の方法。
【請求項３０】
　前記拡張フィールドが、１つまたは複数の変調コーディング方式の指示と、１つまたは
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複数の空間ストリームの指示と、グループ識別子と、巡回冗長検査と、予約済みサブフィ
ールドと、末尾サブフィールドとを備える、請求項２８に記載の方法。
【請求項３１】
　前記方法が、少なくとも２つのタイプのうちの１つとして前記通信を送信することを判
断することをさらに備え、前記タイプの各々の前記第１のフィールドが、シーケンスを有
するトレーニングフィールドを備え、前記シーケンスが、前記少なくとも２つのタイプの
うちの第１のタイプの前記トレーニングフィールド中でよりも前記少なくとも２つのタイ
プのうちの第２のタイプの前記トレーニングフィールド中で、より多くの回数反復される
、請求項２８に記載の方法。
【請求項３２】
　前記拡張フィールドがトレーニングフィールドを備える、請求項２８に記載の方法。
【請求項３３】
　前記トレーニングフィールドがプリコーディングされる、請求項３２に記載の方法。
【請求項３４】
　前記拡張フィールドが信号フィールドを備える、請求項２８に記載の方法。
【請求項３５】
　各ユーザについて１つの信号フィールドが含まれる、請求項３４に記載の方法。
【請求項３６】
　送信することは、前記第１のフィールドの回転変調を使用することによって、前記拡張
フィールドが含まれることを示し、前記ワイヤレス通信がマルチユーザ多入力多出力通信
または送信ビームフォーミング通信を備えることを示すことを備え、生成することは、前
記拡張フィールド中のインジケータを使用して、前記ワイヤレス通信が前記マルチユーザ
多入力多出力通信を備えるのか前記送信ビームフォーミング通信を備えるのかを表すこと
を備える、請求項２８に記載の方法。
【請求項３７】
　通信の物理レイヤプリアンブル中に拡張フィールドを含めるべきかどうかを判断するた
めの手段と、
　前記通信を生成するための手段であって、前記通信が、前記プリアンブルとペイロード
とを備え、前記プリアンブルは、前記拡張フィールドが含まれるかどうかを示す第１のフ
ィールドを含み、前記第１のフィールドが信号フィールドを備え、および前記信号フィー
ルドの変調の回転が、前記拡張フィールドが前記通信に含まれるというインジケータであ
り、前記第１のフィールドが、ワイヤレス通信の長さインジケータを含むサブフィールド
をさらに含み、前記生成するための手段が、
　　前記信号フィールドの前記変調の前記回転が、前記拡張フィールドが前記通信に含ま
れないことを示すとき、前記第１のフィールド中に前記ペイロードのための変調コーディ
ングパラメータを含めるための手段と、
　　前記信号フィールドの前記変調の前記回転が、前記拡張フィールドが前記通信に含ま
れることを示すとき、前記拡張フィールド中に前記ペイロードのためのコーディングパラ
メータを含めるための手段と、
　　前記第１のフィールドが、前記通信がシングルユーザ非アグリゲートメディアアクセ
ス制御プロトコルデータユニットのためのものであることを示すとき、前記サブフィール
ドをバイト数のインジケータとして処理するための手段と、および
　　前記第１のフィールドが、前記ワイヤレス通信がシングルユーザ非アグリゲートメデ
ィアアクセス制御プロトコルデータユニットのためのものであることを示さないとき、前
記サブフィールドをシンボル数のインジケータとして処理するための手段と、
　を備える、
　生成するための手段と、および
　前記生成された通信をワイヤレス送信するための手段と、
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項３８】
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　実行されたとき、装置に、
　通信の物理レイヤプリアンブル中に拡張フィールドを含めるべきかどうかを判断するこ
とと、
　前記通信を生成することであって、前記通信が、前記プリアンブルとペイロードとを備
え、前記プリアンブルは、前記拡張フィールドが含まれるかどうかを示す第１のフィール
ドを含み、前記第１のフィールドが信号フィールドを備え、および前記信号フィールドの
変調の回転が、前記拡張フィールドが前記通信に含まれるというインジケータであり、前
記第１のフィールドが、ワイヤレス通信の長さインジケータを含むサブフィールドをさら
に含む、生成することと、
　前記信号フィールドの前記変調の前記回転が、前記拡張フィールドが前記通信に含まれ
ないことを示すとき、前記第１のフィールド中に前記ペイロードのための変調コーディン
グパラメータを含めることと、
　前記信号フィールドの前記変調の前記回転が、前記拡張フィールドが前記通信に含まれ
ることを示すとき、前記拡張フィールド中に前記ペイロードのためのコーディングパラメ
ータを含めることと、
　前記第１のフィールドが、前記通信がシングルユーザ非アグリゲートメディアアクセス
制御プロトコルデータユニットのためのものであることを示すとき、前記サブフィールド
をバイト数のインジケータとして処理することと、および
　前記第１のフィールドが、前記ワイヤレス通信がシングルユーザ非アグリゲートメディ
アアクセス制御プロトコルデータユニットのためのものであることを示さないとき、前記
サブフィールドをシンボル数のインジケータとして処理することと、および
　前記生成された通信をワイヤレス送信することと、
　を行わせる、命令を記憶するコンピュータ可読記憶媒体。
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